
防災気象情報の伝え方に関する検討会の開催について

＜趣旨＞
「平成30年７⽉豪⾬」では、⼟砂災害や浸⽔害をはじめ広域かつ甚⼤な災害が各地で発生した。この豪雨災害
においては、気象庁からの防災気象情報の発表や⾃治体からの避難の呼びかけが⾏われていたものの、それらが必ず
しも住⺠の避難⾏動に繋がっていなかったのではないか、との指摘がある。
この豪⾬災害をはじめ、近年相次ぐ⼤⾬による災害を踏まえ、避難等の防災⾏動に役⽴つための防災気象情報
の伝え方について、有識者による検討を⾏い、改善に向けた具体策をとりまとめることとする。

＜有識者委員（敬称略）＞

＜検討事項（案）＞
① 「平成30年７⽉豪⾬」における防災気象
情報と避難との連携状況の確認・検証

② ①や近年の豪⾬災害を踏まえ、避難等の
防災⾏動に役⽴つための防災気象情報の
伝え方改善の具体策を検討
・ 危機感を効果的に伝えていくための方策
・ より分かりやすくシンプルに伝えていくための
方策 等

＜スケジュール＞
年内に⼀定の⽅向性について取りまとめ予定
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